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わあ一

つめたい

９゙ ０ ６
月

６月１日、森江野小学校（川上重明校長）でプール

開きを行いました。

水着姿の全校児童がプールサイドに整列し、準備体

操をしたあと１年生からプールに入りました。１・２

年生は水中歩行、３年生は水中宝ひろいなど学年ごと

に楽しいゲームをして遊び、児童たちは久しぶりのプ

ールに歓声をあげていました。



夏

●　●　●　●

子どもを水の事故から守りましょう

６月から８月は水の事故が多発

六
月
に
な
る
と
、
小
・
中
学
校
や
行
楽
地
で
は
プ

ー
ル
開
き

を
迎
え
、
本
格
的
な

”
水
”
の
シ

ー
ズ
ン

が
始
ま

り
ま
す

。

夏
休
み
を
控
え
た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は

、
う
れ
し

い
単

節
の
到
来
で
す
が
、
こ
こ
で
気
を
つ
け
た
い
の
は

子
ど
も
の

水

難
事
故
。
毎
年
六
月
か
ら

八
月
の
三
か
月
間

に
、
子
ど
も
の

水

を
め
ぐ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
る
か
ら
で
す

。
親
子
で

水
の
怖
。

さ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
尊
い
生
命
を

水
の
事
故
か
ら
守

り
ま

水
難
事
故

半
数
以
上
が
夏

水
の
事
故
は
。
毎
年
六
月
か
ら
八

月
に
、
海
や
川
で
集
中
し
て
発
生
し

て
い
ま
す
。
昨
年
、
こ
の
一
二
か
月
に

起
き
た
水
の
事
故
は
全
国
で
千
ニ
ー百

二
十
七
件
、
年
間
総
数
（
二
千
五
百

九
十
四
件
）
の
半
分
以
上
を
占
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
水
の
犠
牲
者
も
多

く
、
七
百
一
二
十
五
人
に
上
っ
て
い
ま

す

。一
向
に
減
ら
な
い

水
の
事
故

昨
年
の
夏
。
海
や
川
へ
出
か
け
た

人
は
、
例
年
よ
り
少
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
水
の
事
故
は
一
向
に
減
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し
た
水
の
横
牲

者
を
な
く
し
て

い
く
た
め
、
ま
ず
。

な
に
を
し
て
い
て
畊
紋
に
遭
っ
た
の

か
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

も
っ
と
も
多
い

水
泳
中
の
犠
牲
者

水

の
犠

牲
者

が

、
も

っ
と
も

多

い

の

は
、

や
は
り

「
水

泳
中

」
で
二

百

一
‘一
十

六
人

と
な

っ

て

い
ま
す
。

つ

い

で

、
「

魚
と
り

・
釣

り

」
「
水
遊

び
」

の
順

と
な

っ
て

い
ま
す

。

こ
う
し

た
傾

向

は
、

全
体
を

通
し

た

も
の
で

す

が
、
中

学

生
以
下

の
子

ど

も
の
場

合

に
は

、
少

し
違
っ

た
傾

向
を

示

し
て

い
ま
す

。

ま
ず

、
も

っ

と
も
多

い
の

が
「
水

遊

び
」
で

す

。

つ
い
で

「
水
泳
中

」

「
魚
と
り
・
釣
り
」
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。

疲
れ
た
体
で

泳
が
な
い

水
泳
中
の
事
故
が
多
い
原
因
と
し

て
は
、
「
無
謀
遊
泳
」
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
朝
早
く
か
４
車
を

連
転
し
て
、
疲
れ
て
い
る
体
で
そ
の

ま
ま
泳

い
だ
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
人

つ
た
ま
ま
泳
ぎ
に
で
た
り
す
る
こ
と

で
す
。

ま
た
、
水
の
穣
牲
と
な
る
鳩
合
と

し
て
、
も
っ
と
も
多

い
の
は
、
川
岸

や
海
辺
な
ど
か
ら
の
「
転
落
」
で
す
。

川
や
海
で
釣
り
な
ど
を
し
て
い
る
と

き
、
足
元
が
崩
れ
た
り
、
バ
ラ
ン
ス

を
失
っ
た
り
し
て
、
水
の
中
へ
落
ち

て
し
ま
う
の
で
す
。

事
故
の
三
分
の
二
は
　

大
人
が
不
在

死
亡
な
ど
に
つ
な
が
る
事
故
の
発

生
場
所
は
、
第
一
位
が
河
川
、
次

い

・行 為 別水 死者 数・
( 全国)

�水泳中�
魚とり・

釣　 り �
水遊び巾

彗
�２３６人(49

人) �

１５４人(20

人) �　

８４'人(56

人)

平成

元年 �

２３６人(51

人) �

１３９人(16

人) �

７３人(57

人)

注：（ ）内は。中学生以下の
子どもの内教です。多い順に３
つだ11をとりだした敖字です。

で
海
。
用
水
堀
、
湖
沼
池
と
続
き
ま

す
。こ

こ
で
見
落
せ
な
い
の
は
死
亡
事

故
の
一
二
件
の
う
ち
二
件
が
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
出
か
け
て
い
る
と
き
に

起
こ
っ
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
水

騅
事
故
を
減
ら
す
に
は
、
ま
ず
第
一

に
必
ず
保
護
者
か
信
頼
で
き
る
大
人

が
同
伴
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
第

二
に
、
１
ど
も
だ
け
で
遊
泳
や
水
遊

び
を
し
て
い
た
ら
、
大
人
が
ひ
と
こ

と
注
意
を
し
て
あ
げ
ま
し
よ
う
。

水
の
怖
さ
を

再
確
認
し
よ
う

で
は
、
こ
う
し
た
水
の
横
牲
者
を

な
く
す
た
め
、
わ
た
し
た
ら
大
人
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
自
ら
が
「
無

謀
遊
泳
」
な
ど
を
し
な
い
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
に
範
を
示
す
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
。
水
難
の
発
生
を
防

ぐ
た
め
に
、
家
庭
な
ど
で
次
の
よ
う

な
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

气

家
庭
・
学
校
な
ど
で
．
水
の
怖

さ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
子
ど
も

だ
け
で
の
水
遊
び
な
ど
、
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し

二
、
身
近
な
水
辺
を
点
検
し
、
危
険

な
瑚
所
を
見
つ
け
た
ら
、
管
理
者

や
警
察
な
ど
に
連
絡
す
る
な
ど
安

全
に
必
饗
な
措
置
を
と
り
ま
し
よ



大枝小いよいよ着工

来年１月に完成

全校児童が会食できる食堂

大
枝
小
学
校
（
大
槻
太
校
長
）
の

校
舎
改
築
工
事
が
来
年
一
月
の
完
成

を
目
指
し
て
い
よ
い
よ
着
工
。
五
月

二
十
一
日
。
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

祈
願
祭
に
は
、
管
理
者
の
池
田
善

治
梁
川
町
長
、
副
管
理
者
の
冨
永
武

夫
町
長
を
は
じ
め
両
町
町
議
会
臨
只
、

学
校
関
係
者
、
’工

事
関
係
書
ら
約
八

十
人
が
出
席
。
く
わ
入
れ
式
の
あ
と

各
代
表
者
が
次
々
と
玉

ぐ
し
を
さ
さ

げ
、
Ｔ
一
事
の
安
全
と
早
期
完
成
を
祈

願
し
ま
し
た
。

新
校
舎
は
、
総
工
費
約
四
億
二
ｒ

万
円
を
か
け
て
つ
く
ら
れ
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
て
、
延
べ
床
面

禎
約
二
千
九
十
五
平
方
‥
‥
、
屋
根
は

陶
器
か
わ
ら
ぶ
き
。
普
通
教
室
六
室

の
ほ
か
、
職
員
室
、
図
番
室
、
音
楽

室
、
理
科
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
る
ほ

か
、
全
校
児
童
が
会
食
で
き
る
食
堂

や
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、
中
庭
な
ど
の

ゆ
と
り
の
あ
る
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
新
枚
舎
は
現
校
舎
裏
側
に

建
て
ら
れ
ま
す
の
で
、
完
成
し
た
後

は
旧
校
舎
は
取
り
壊
し
と
な
り
、
校

庭
が
広
く
使
用
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

大
正
十
五
年
に
建
設
さ
れ
た
現
在

の
木
造
校
舎
は
、
老
朽
化
が
進
み
他

険
校
介
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
父
兄

な
ど
か
ら
ｕ
ｒ
い
改
築
が
望
ま
れ
て

い

ま
し
た
。

▲工事の安全を祈り力強くくわ入れする富永町長

・ 新校舎完成後取り驥される現校舎

Ａ 大枝小学校完成予想図

公
立
藤
田
総
合
病
院
に

自
治

大
臣

表
彰

＝

全
国
で
三
病
院
＝

平
成
二
年
度
の
自
冶
体
立
優
良
病

院
の
表
彰
式
が
五
月
十
七
日
、
東
京

平
河
町
の
麹
町
会
館
で
行
わ
れ
。
公

立
藤
田
総
合
病
院
が
自
治
大
臣
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

大
臣
表
彰
は
、
地
域
医
療
の
確
保

に
重
要
な
役
剛
を
果
た
し
、
健
全
な

経
営
を
し
て
い
る
自
泊
体
病
院
を
対

象
に
、
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
慶
は
公
立

藤
田
総
合
病
院
を
は
じ
め
、
全
国
で

三
病
院
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
公
立
藤
田
総
合
病
院
は
内

科
、
外
科
、
胃
腸
科
、
小
児
科
を
は

じ
め
卜
五
の
診
療
科
が
あ
り
、
一
日

平
均
約
予
二
百
人
の
外
来
患
者
と
、

四
百
人
の
入
院
忠
者
の
診
察
、
治
療

に
努
め
て
お
り
、
地
域
医
療
の
確
保

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
た
ち
に

支
え
ら
れ
て

公
立
藤
田
総
合
病
院
長
　
本
宿

尚

こ
の
た
び
の
自
治
大
臣
表
彰
は
、

病
院
を
信
頼
し
支
え
て
き
て
く
れ
た

地
域
の
人
た
ち
、
行
政
と
議
会
の
病

院
に
対
す
る
理
解
・
助
力
、
そ
し
て

職
員
の
日
ご
ろ
の
劣
力
の
お
険
で
す
。

弱
い
人
、
障
害
の
あ
る
人
に
は
思

い
や
り
を
も
っ
て
接
し
、
常
に
患
者

本
位
の
病
院
経
営
を
進
め
て
き
ま
し

た
。広

域
か
ら
の
患
者
も
多
く
、
今
後

も
地
域
の
要
望
に
こ
た
え
ら
れ
る
。

公
立
病
院
な
ら
で
は
の
経
営
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



おめでとうございます

阿部恒夫さん

菊地昭平さん

栄えある消防庁長官表彰

阿留恒夫さん菊地昭平さん

こ
の
た
び
、
国
見
町
消
防
団
長
の

阿
部
恒
夫
さ
ん
（
大
木
戸
字
舘
）
と

第
二
分
団
長
の
菊
地
昭
平
さ
ん
（
石

母
田
字
上
原
）
の
お
二
人
に
、
栄
え

あ
る
消
防
庁
長
官
表
彰
永
年
勤
続
功

労
章
が
贈
ら
れ
、
東
京
都
で
行
わ
れ

た
消
防
庁
長
官
定
例
表
彰
式
の
席
上
、

阿
部
さ
え
が
代
表
で
受
章
さ
れ
ま
し

た
．阿

部
さ
ん
は
昭
和
二
十
九
年
に
消

防
団

員
を
拝

命
、

昭
和
六

十
二

年
四

月
一

日
か

ら
町
消

防
団
艮

と
し

て
、

ま

た
、
菊
地

さ
ん

は
昭

和
三

十
一
年

に
消

防
団
員

を
拝

命
、
昭

和
六

十
一
．一

年

四

月
一

日
か

ら
第

二
分
団

艮

と
し

て
、

そ
れ

ぞ

れ
住
民
福

祉

の
向
上

と

町
消

防
団

発
展

の

た
め
に

、
長

い
間

、

活
躍

さ

れ
て

い
ま
す
．

今

回

の
受
賞

を
契
機

と
し

て
、

よ

り

一
層

の
御
活

躍

が
期
待

さ
れ
て

お

り
ま

す
．

国
兇
町
消
防
団
に

竿
頭
綬

か

ん

と

う

じ

ゅ

こ
の
た
び
、
町
消
防
団
に
県
知
事

か
ら
竿
頭
綬
が
授
７
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
表
彰
式
か
五
月
十
一
日
、
須

賀
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
県
下
消
防
大
会
の
席
上
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
竿
頭
綬
は
、
消
防
車
輛
の
配

置
や
万
一
の
場
合
の
災
害
出
動
体
制

が
整
え
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
消
防
施

設
整
備
か
優
れ
て
い
る
消
防
団
に
贈

ら
れ
る
も
の
で
す
。

”
社
協
”
加
入
へ
の

御
　
礼

町
民
総
参
加
の
会
員
（
費
）
制
に

よ
る
社
会
福
祉
協
議
会
（
略
称
『
社

協
』
）
か
、
い
よ
い
よ
こ
の
六
月
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
、
町
内
会
艮
さ
ん
を
通
じ
、

町
民
皆
さ
ま
方
に
、
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
か
、
よ
り
よ
い
杜
会

生
活
・
福
祉
の
向
上
は
、
町
民
皆
さ

ん
か
、
主
役
で

あ
る
と
い
う
意
識
に

よ
る
福
祉
の
輪
の
広
ま
り
と
、
社
協

へ
の
関
心
度
の
深
ま
り
が
大
切
で
あ

り
ま
し
て
、
多
く
の
あ
た
た
か
い
加

入
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
か
た
く
深
く
感
謝
を

申
し
あ
げ
ま
す
。

曲
岡
見
町
社
会
福
祉
協
議
会

各
課
紹
介

２

保

健

課

健
康
で
す
こ
や
か
に
幕
ら
せ
る
、

そ
し
て
。
清
潔
で
き
れ
い
な
纜
境
づ

く
り
を
め
ぎ
し
て
、
保
健
課
職
員
総

勢
九
名
で
頑
張
『

て
い
ま
す
。

近
年
、
ゴ
ミ
の
問
題
な
ど
、
生
活

環
境
を
と
り
ま
く
問
題
か
多
く
な
っ

っ
て
き
て
い
ま
す
か
、
迅
速
に
処
理

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

－

主
な
仕
事

◇
保
健
衛
生
係
（
四
名
）

一

各
種
検
診
に
関
す
る
こ
と

・

乳
幼
児
・
妊
産
婦
に
関
す
る
こ
と

・
献
血
に
関
す
る
こ
と

・
精
神
衛
生
（
ボ
ヶ
老
人
）
に
関
す

る
こ
と

・
成
人
病
予
防
に
開
す
る
こ
と

・
狂
犬
病
予
防
に
関
す
る
こ
と

・

廃
豪
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
こ
と

・
公
害
、
生
活
環
境
に
間
す
る
こ
と

●
健
康
づ
く
り
に
閲
す
る
こ
と

保
健
衛
生
係
で
は
、
各
種
の
検
診

を
は
匕
め
、
町
民
の
健
康
増
進
を
図

る
た
め
、
町
民
ウ
ー
１
キ
ン
グ
大
会

や
健
康
フ
ェ
ア

ー
な
ど
を
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。

〃
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
”
た
め
に
も
、
検
診
及
び

各
種
催
し
物
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。ま

た
、
年
々
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ

の
量
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
決
め
ら

れ
た
収
集
日
の
祠
に
出
す
よ
う
。
ル

ー
ル
を
守
り
。
き
れ
い
な
環
境
づ
く

り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◇
国
保
係
（
四
名
）

・
国
保
に
閣
す
る
一
切
の
事
務

・
老
人
保
健
医
療
給
付
に
関
す
る
こ

●
乳
児
医
療
に
関
す
る
こ
と

病
気
や
ヶ
ガ
を
し
て
。
医
腺
機
関

に
か
か
る
と
、
医
療
費
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
保
に
加
入

さ
れ
て

い
る
方
は
、
こ
の
う
ち
の
三

割
分
だ
け
を
支
払
う
よ
う
に
な
り
ま

す
。ま

た
、
満
一
歳
に
な
る
ま
で
の
乳

児
は
無
料
（
社
会
保
険
加
入
者
は
申

讀
に
よ
り
）
で
、
七
十
歳
以
上
の
お

年
寄
り
は
、
一
部
負
担
金
を
支
払
う

だ
け
で
、
安
心
し
て
医
療
機
関
に
か

か
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

保
健
課
は
、
高
齢
化
社
会
、
環
境

問
題
な
ど
、
社
会
の
変
化
に
応
じ
た

仕
事
の
展
闘
か
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
課

員
一
同
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

職 員 紹 介

保健課長(蠢内線140)

松 浦 泰 雄

保健衛生係(魯内線141 ・ 142)

.武田幹夫･ 佐藤和夫･ 菅原文子･ 蓬田恭子

国保係(茜内線143)

八轡忠義･中野成子･大波サト子･安藤幸江
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4
厚樫山にみられる

うねじょうたてぼり

畝状竪堀

菊　池　利　雄

厚樫山南麓畝堀群分布図

最
近
、
厚
櫟
（
国
見
）
山
周
辺
の

楯
（
舘
）
遺
構
の
調
査
を
行
い
、
石

母
田
の
熊
笹
ヶ
入
・
国
見
山
上
地
内

の
三
か
所
で
、
新
た
に
畝
状
竪
堀
群

？
が
発
兇
さ
れ
て
お
り
、
県
北
地
方

で
は
報
告
例
が
な
い
の
で
、
そ
の
概

要
に
つ
い
て
紹
介
を
し
て
お
く
こ
と

に
す
る
。

堀
は
土
塁
と
と
も
に
、
城
舘
の
防

御
線
を
形
成
す
る
主
要
な
普
譜
で
あ

り
、
水
の
入
っ
て
い
る
水
堀
、
水
の

な
い
空
堀
な
ど
に
大
別
さ
れ
る
。
山

地
や
舌
状
台
地
の
先
端
部
を
占
地
す

る
山
城
（
作
ｂ

’
）
や
台
墟
（
？
３

む

り

に
は
、
嫩
線
や
台
地
面
か
ら
す

る
敵
の
侵
攻
を
遮
断
す
る
深
い
空
堀

（
鵬

％

）
が
あ
っ
て
、
重
要
な
防
御

線
を
な
し
て

い
る
こ
と
は
首
う
ま
で

も
な
い
。

山
城
の
山
麓
部
が
緩
い
傾
斜
を
な

す
堺
合
、
敵
兵
は
簡
単
に
城
地
に
よ

じ
登
ら
れ
る
恐
れ
か
あ
る
と
こ
ろ
に

は
、
波
ト
タ
ン
状
に
竪
堀
と
土
塁
を

交
互
に
遮
続
さ
せ
て
、
中
腹
部
以
上

の
斜
面
に
構
築
す
れ
ば
、
敵
は
自
然

と
竪
堀
の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
。
城

兵
は
上
か
ら
竪
堀
に
石
を
こ
ろ
ぱ
し
、

左
右
の
士
塁
上
か
ら
は
槍
で
敵
兵
を

突
け
ば
、
城
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と

か
で
き
、
こ
の
よ
う
な
防
御
施
設
を

畝
状
竪
堀
、
ま
た
は
畝
形
阻
害
と
呼

ば
れ
る
。

心
四
部
恥

村
田
修
三
氏

（
｀
筱
黔

ｙ
の
『
城
の
発
達
こ

動

ｙ

ｆ
に
よ
れ
ば
、
全
国
的
に
み
れ
ば
地

城
に
よ
っ
て
興
な
る
か
、
戦
国
期
・

十
六
世
紀
前
半
か
ら
構
築
か
始
め
ら

れ
、
天
文
期
に
ほ
ぼ
完
成
を
み
た
防

御
施
設
と
さ
れ
て

い
る
。
陶
隆
房
が

天
文
二
〇
年
（
一
五
五
二
）
に
大
改

修
を
行

ぶ

黔
呶
国
（
牋

″
）
若
山
城

の
略
測
図
に
み
ご
と
な
畝
状
竪
堀
を

図
示
さ
れ
て
お
り
、
県
内
で
も
南
会

津
郡
田
鳥
″
の
鴫
山
城

齟

ｋ
Ｕ

』一

に
も
同
様
の
施
股
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て

い
る
。

厚
樫
山
に
所
在
す
る
畝
状
竪
堀
は
、

筆
者
の
助
査
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
は
。

厚
樫
山
の
緩
傾
斜
面
の
全
体
に
わ
た

っ
て
構
築
を
み

た
も
の
で
は
な
く
。

厚
樫
山
屓
桑
園
と
厚
樫
林
道
の
間
。

お
よ
び
熊
笹
ヶ
入
川
に
面
し
た
水
晶

森
林
道
沿
い
に
、
三
か
所
ほ
ど
を
確

認
し
て
お
り
、
最
も
保
存
の
良
い
所

で
の
畝
堀
の
幅
は
約
二
間

（
″
し
し

深
さ
は
約
五
尺
（
に

リ

）
の
薬
研
堀

一
篠

ａ

三

そ
の
舮

の
大
部
分
の

堀
は
浅
く
わ
ず
か
に
痕
跡
を
残
し
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
畝
も
三
本
ほ
ど

づ
っ
に
散
在
す
る
形
を
と
り
、
他
地

方
に
み
ら
れ
る
山
城
の
畝
状
竪
堀
と

同
列
に
考
え
て
良

い
の
か
、
多
く
の

疑
問
が
も
た
れ
る
。

厚
搾
山
は
、
文
治
五
年
（
一
一
八

九
）
の
奥
州
合
戦
に
主
戦
場
と
な
っ

た
奥
州
軍
の
防
御
陣
地
で
、
こ
の
畝

堀
群
の
所
在
地
は
、
阿
津
賀
志
山
防

塁
の
始
点
部
か
ら
、
県
境
山
嶺
へ
と

続
く
尾
根
筋
に
あ
た
っ
て
お
り
。
こ

の
時
期
の
構
築
と
も
考
え
ら
れ
る
が
。

加
記
の
城
郭
の
兇
達
史
的
な
見
地
か

ら
み
れ
ば
職
国
期
の
も
の
と
さ
れ
。

畝
状
竪
堀
か
こ
の
時
期
厚
樫
山
に
必

要
と
し
た
理
由
も
、
今
の
と
こ
ろ
明

ら
か
で
な
く
、
構
築
時
期
の
編
年
は

今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

基
本
診
査
終
わ
る

受
診
者
は
減
少
傾
向

自
分
の
体
は
自
分
で
管
理
ト
ト
今

年
度
の
町
の
基
本
診
査
は
五
月
十
四

日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
十
日
間
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
か
ら
実
施
さ
れ
た

総
合
検
診
も
今
年
で
八
年
目
を
迎
え

ま
し
た
か
、
少
し
づ
っ
上
昇
し
て
き

た
受
診
者
数
も
。
今
年
は
わ
ず
か
な

か
ら
減
少
し
ま
し
た
。

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
か

な
に
よ
り
も
大
切
で
す
の
で
、
結
核

検
診
と
同
じ
よ
う
に
。
年
に
一
回
は
、

体
の
総
合
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
検
診
を
受
け
た
か
ら
と

い
っ
て
気
を
許
す
こ
と
は
ご
用
心
／

受
診
結
果
を
健
康
手
帳
に
自
分
で
記

入
し
、
年
間
を
と
お
し
た
自
分
の
健

康
管
理
が
、
最
ｔ
大
切
な
の
で
す
。

▲ 診査 会場

平成２年度
墓本診査受診者数・受診率

�結植
検 診�

輩 本
健 診�

肺がん
検 診�

衂 人
健 診

対象者(
人) �5.656�4.442

 |�4.6�643

受診名

(人)
�3

 ,  447 |
�2.8】2�3,029�240

受診率

(％) �60.9�63.3�65.4�37.3

県
政
モ
ニ
タ
ー
に

松
浦
惣
一
さ
ん

松浦惣一さん

平
成
二
年
度
の
県
政
モ
ニ
タ
ー
に

松
浦
惣
一
さ
ん
（
藤
田
字
南
三
七
・

五
十
一
歳
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
．

こ
の
制
度
は
、
県
政
に
関
す
る
県

民
の
意
見
．
要
望
な
ど
を
組
織
的
・

継
統
的
に
聴
取
し
、
行
政
の
参
考
に

す
る
た
め
に
般
け
ら
れ
た
も
の
で
、

任
期
は
平
成
二
年
六
月
一
日
か
ら
平

成
三
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年

間
で
す
．

松
浦
さ
ん
は
．
今
後
一
年
間
、
県

政
に
つ
い
て
の
愉
報
、
意
見
、
要
望

な
ど
を
提
出
し
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
答
え
、
県
民
代
表
の
一
人
と
し
て

県
政
の
進
展
に
協
力
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
．



＝
平
成
３
年
歌
会
始
＝

詠
進
歌
を
募
集

宮
内
庁
で
は
平
成
三
年
歌
会
始
の

お
題
及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
を
次

の
と
お
り
発
表
し
ま
し
た
・

▽
詠
進
歌
の
お
題

『

森

』

▽
詠
進
要
領

田
自
作
の
歌
で
一
人
一
首
と
し
。

未
発
表
の
も
の
。

閙
用
紙
は
半
紙
（
和
紙
）
と
し
。

毛
筆
で
自
書
す
る
。

圀
病
気
な
ど
に
よ
り
自
書
す
る
こ

と
か
で
き
な
い
場
合
は
、
他
人

が
代
筆
し
て
も
整
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
場
合
は
、
別

紙
に
代
筆
の
理
由
、
代
筆
者
の

住
所
及
び
氏
名
を
咨
い
て
詠
進

歌
に
添
え
る
。

圃

書
式
は
、
半
紙
を
横
長
に
用
い
、

右
半
分
に
お
題
と
歌
、
左
半
分

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
及
び
職
業
を
縦
書
き

で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

▽
詠
進
期
限

平
成
２
年
９
月

―
日

（
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有

効
）

▽
郵
便
の
あ
て
先

尋
㈲
　
東
京
都
千
代
田
区
千
代
田

一
番
一
号

宮
内
庁

封
簡
に
「
詠
進
歌
」
と
番
き
添
え

て
く

だ
さ
い
．

（

約
2
4
セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

）

(書 式 図)

森

郵

便

番

号

住
　
　
　

所

ふ

り

が

な

氏
　
　
　

名

年

月

日

生

職

業

(  約 センチ メート ル)

警
察
官
募
集

◇
警
察
官
Ａ
（
大
学
卒
程
度
）

・

探

用

人

貝

・

…

受

験

資

格

・
：

・
受

付
期

間
：

― 約
加
名

昭
和
3
8年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
4
4年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
子

平
成
２
年
６
月
Ｈ
卩

か
ら
７
月
1
0日
ま
で

◇
警
察
官
Ｂ
（
高
校
卒
程
度
）

・
採
用
人
員
…

・
受
験
資
格
… ・

約
2
0
名

・
昭

和
3
8
年

４
月

２
日

か

ら
昭

和
4
8
年

４
月

・
受
付
期
間
…

１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
子

平
成
２
年
８
月
７
日

か
ら
９
月
６
日
ま
で

■

問
い
合
わ
せ

桑
折
警
察
１
　
壼
砌
2
1
5
1

藤
田
駐
在
所
　
一
翦
2
0
5
9

6
5
歳
ま
で
は
二
つ
以
上

の年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

公
的
年
金
制
度
で
は
、
老
齢
や
障

書
、
死
亡
な
ど
の
要
件
に
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
に
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
か
、

原
則
と
し
て
一
人
一
年
金
で
す
．

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
、
他
に

公
的
年
金
を
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な

う
た
場
合
は
、
速
や
か
に
届
出
が
必

要
で
す
．

も
し
届
け
出
が
あ
り
ま
せ
ん
と
、

後
で
年
金
を
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な

り
た
り
、
年
金
額
か
調
整
さ
れ

た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

－

問
い
合
わ
せ

役
楊
住
民
福
祉
課
年
金
係

魯
卿
2
1
1
1

内
線
１
３
５

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
で

河
川
を
き
れ
い
に
！

毎
年
七
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま

で
の
一
か
月
間
は
『
河
川
愛
護
月
間
』

で
す
．

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
美
し
い
河

川
を
守
る
た
め
、
町
内
を
流
れ
る
普

蔵
川
・
滝
川
・
牛
沢
川
の
三
河
川
を

重
点
に
、
今
年
も
次
の
と
お
り
全
町

一
斉
に
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
展

開
し
ま
す
．
美
化
作
業
は
．
河
川
敷

な
ど
に
投
棄
さ
れ
た
空
カ
ン
、
空
ピ

ン
、
廃
ピ
一
一
‐

ル
、
紙
く
ず
な
ど
の

回
収
、
除
去
及
び
雑
木
雑
草
の
刈
り

払
い
を
行
い
ま
す
．

地
区
の
皆
さ
ん
の
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
．

▽

実
施

月
日
…
７

月
１

日
（
日

）

▽

実
施

河
川
・
・・
普
蔵

川
・
牛

沢
川

・

滝
川
・
そ
の
他
の
中
小
河
川

朧
問
い
合
わ
せ

役
場
建
設
踝
管
理
係

S
S
2
1
1
1
内
線
２
４
２

募集

ふ
る
さ
と
創
生

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

明
日
の
禰
島
県
を
担
う
県
内
の
児

童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
か
、
未
来
の
ふ

る
さ
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
た
作
品

を
、
次
の
薺
領
で
募
集
し
ま
す
。
奮

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〔
応
募

規

定
〕

▽
テ

ー
マ
・；
未
来

の
ふ

る
さ
と

▽
応
募

資
格
・：
小

・
中

・
高
校

生

（
１
人

―
点

、
ａ

作

の
も

の
に

限
る
）

▽
募
集

期
間
・：
６
月

６
日

か
ら
９

月
　
1
4

日

ま
で

▽
提
出

先
・：

通
学
し

て

い
る
学
校

で
　

作
品

を
取

り
ま

と
め
、

県
総
務

部
　

地
方

課
へ
提

出
し

て
ぐ

だ
さ

い

▽
規
格

…
画
材

・
色

は
自

由

4
5×
3
0
’６

～
5
5
ｘ
4
0
4
以

内

▽
応
募

の
注

意
…
作

品
の
裏

右
下

に
　

町
名

、
学
校

名
、

学
年
、

氏
名

、

性

別
を

紀
入

の
こ

と

▽

審
査

・
免

裏
・
表

彰
式
・
・・
1
0月

■

問
い
合

わ
せ

福
島

県

総
務
部

地
方

課
振

興
班

。
。弱
1
1
1
1

内

線
２

２
５

３
・
９
２`

６
９
｀

ご協力ありがとうございました

防霜対策本部を解散

； 町の特瘴果実を凍霜害から守るため、

４月２日に設置された『防霜対策本部』

＆ 、５月31日をも
うて解散しました。今

年は、８回の霜注 意報を受け観測 を行い

ましたが、幸い にも大きな被害があり ま

せ んでした。町 民皆 さんのご協力に。心

から感謝申しあ げます。

これから収穫期 まで、農家の皆さ んに

ば 品質の良い 優れた果実、 を生産され、

消費者に喜ば れるよう、栽培管理にさら

にご尽力いただきたい と思い ます。

;･匂今年度の対策本部解散にあたりて、ひ

とこ と御礼申しあ げます。

国見町防霖対策本部



知
っ
て
い
ま
す
か
？

男
女
雇
用
機
会
均
等
法

「
男
女
雇
用
槻
会
均
等
法
」
は
、

募
集
．
探
用
か
ら
定
年
退
職
ま
で
の

職
業
生
活
の
全
般
に
わ
た
り
、
男
女

の
差
別
的
な
取
り
扱
い
を
な
く
す
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
．

６
月
は

『
男
女
雇
用
機
会
均
等
月

間
』
．
こ
の
機
会
に
、
職
場
で
男
女

の
取
り
扱
い
に
差
別
か
な
い
か
ど
う

か
、
み
ん
な
で
も
う
一
度
再
確
認
し

ま
し
ょ
う
．

◇
チ
エ
ッ
ク
・
ポ
イ
ン
ト

・
ど
の
職
種
に
も
．
女
子
が
応
募
で

き
る
よ
う
に
な

り
て

い
ま
す
か
？

・
一
定
職
種
に
女
子
を
配
置
し
な
い

と
か
、
女
子
は
役
職
に
つ
け
な
い

な
ど
の
方
針
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
業
務
に
関
す
る
基
礎
的
な
教
育
訓

練
を
、
女
子
に
も
男
子
と
同
じ
よ

う
に
実
施
し
て
い
ま
す
か
？

・
住
宅
資
金
な
ど
の
貸
付
が
女
子
も

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

う
て
い
ま

す
か
？

・
結
婚
や
姙
娠
・
出
産
退
職
制
を
定

め
て
お
ら
ず
、
定
年
年
齢
は
男
子

と
同
じ
に
な
り
て
い
ま
す
か
？

■
問
い
合
わ
せ

価
卿
　
福
鳥
市
霞
町
―
－

布

福
島
婦
人
少
年
室

酋
剛
4
6
7
7

年
金

手

帳
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う

年
金
手
帳
は
、
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
共
通
の
手
帳
で
す
．
は
じ
め
て

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に
加
入
し
た

と
き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
交
付
さ
れ
た
年

金
の
記
号
番
号
は
一
生
を
通
じ
変
わ

ら
な
い
も
の
で
す
．

手
帳
は
．
年
金
へ
の
加
入
の
記
録

や
年
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
な

ど
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
．
大
切
に

保
管
し
ま
し
ょ
う
．

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

カ
ー
ド
で
買
い
物
を
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
カ
ー
ド
会
社
か
ら
お
金
を

借
り
て
賈
い
物
を
す
る
こ
と
で
す
．

利
川
に
あ
た

う
て
は
．
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
．

◇

カ

ー
ド
利

用

は
計
画

的

に
・・・

カ
ー
ド
で
購
入
す
る
時
は
．
自
分

の
支
払
能
力
、
利
息
な
ど
を
検
討

し
、
計
画
的
に
購
入
す
る
．

◇

返

済
は

必
ず

支
払

期
日

ま
で
に
・・・

返
済
が
遅
れ
る
と
、
遅
延
損
害
金

を
取
ら
れ
た
り
、
カ
ー
ド
が
使
用

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．

◇
カ
ー
ド
の
管
理
は
慎
重
に
・
：

も
し
、
カ
ー
ド
を
紛
失
ま
た
は
盗

難
に
あ
っ
た
時
は
、
警
察
署
と
力

”
ド
発
行
会
社
に
届
け
出
を
す
る
。

◇
名
義
貸
し
は
や
め
ま
し
ょ
う
・：

友
人
な
ど
か
ら
「
迷
感
を
か
け
な

い
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
に
名
前

を
貸
し
て
欲
し
い
」
と
頼
ま
れ
て

も
、
は
り
き
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

そ
う
で
な
い
と
契
約
上
の
責
任
を

負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
相
談
先

福
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

一

勁
　
福
島
市
中
町
８
番
２
号

壼
咄
０
9
9
9

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
で
は
、
男
女
二
等
陵
・
梅
’

空
士
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
．

▽
資
格
・・・
1
8歳

以
上
2
7
歳
未

満
の

男

女

▽
賦
験

日
・

賦
験
場
…

受
付

時
に

通

知
し

ま
す

（
毎
月

実
施

）

一

申
し

込
み

・
問

い
合
わ

せ

自
衛

隊
募
集

案
内
所

髫
剛
5
5
2
9

戸籍 の窓口
( ５月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名　 保護古　　町内会

搆 夏(す み か)吉田 勝彦 大 木 戸

恭 子(きょうこ)阿部 正幸 泉 田 下

起代子(き よ こ)蓬田 古夫 第　 九

鄒( か お る)阿部　 亨 大 木 戸

沙 織(さ お り)佐野 正弘 第　 八

かおり　　　　 後藤 富願 石毋田原

結婚おめでとうございます

氏　　 名

鈴 木 英 行

搆 野 真 紀

八 鳥 富 一

ウノ・ラウラ ユリコ

佐 藤　　 悟

渡 辺 神 枝

紺 野　　 微

川 田 尚 美

鈴 木 弘 三

鈴 木 理香子

町内会

並　 槫

橸 鳥 市

山 崎 北

ブラジル

小　 坂

川 俣 町

本　 町

福 鳥 市

福 鳥 市

川　 内

おくやみ申し上げ ます

氏　　 名　　　 年齢　　 町内会

古 田 忠 古　　37　　 貝　 田

鈴 木 傳 次　　75　　 川　 内

吉 田 平 作　　60　　 第　 二

野 村 勝 一　　75　　 板　 檎

佐久間　　 實　　67　　 第　 一

太 田 はるの　　84　　 大 町 市

人口と世帯

６月１日現在(前月比)５月中のうごき

叺

い
．・
ｒ

‘
口

男5  , 687人(   ー11 )

一女6  靆 人(  十 I)

針ｎ,883 人(   ー10 )

世帯数2.947.戸(  十 6 )

転 入31 人

転 出41 人

出 生　6人

死 亡　6人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二層 相 談 室｛東側入口から加入り下さい｝

時 間 ： ９畤 ～12 時

こまったことや、相談ごとがありましたら、

お訊僅にご 相談下さい。 秘密は絶対に守り ます。

(相麟貝)

６月 日 (月）菊地 平助・井砂喜代子

７月５貝（木〉吉田　三夫・安藤　トヨ

フ月13  日 (金）阿部 俊恒・攸藤八重子

６月　水無月(みなづき)

17 日 ( 日 ) 父の日

日 ( 金 ) 夏 至

日 (土）沖縄慰霊の日

日 (木）貿易記念日

７月　文月(ふみづき)

１日 印 ）国民安全の日　゙ li网

阿川愛謾月間

愛の血液助け合い運動

７日（土）小 螯



公
民
館
だ
よ
り

国見町 公 民館

08 5 ｰ 2 6 7 6

(有?4  1 5 6

成
人

学
級
開
講

平
成
二
年
度
の
成
人
学
級
開
講
式

か
去
る
五
月
二
十
三
日
、
四
十
四
名

の
学
級
生
か
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。蓬

田
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
後
、
開

股
要
項
の
ね
ら
い
に
応
じ
て
設
定
さ

れ
た
年
間
学
習
計
画
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
、
各
自
学
習
へ
の
参
加
意

欲
を
一
段
と
高
め
ま
し
た
。

開
講
式
後
、
第
一
回
の
学
習
と
し

て
、
菱
沼
正
人
桑
折
町
公
民
館
長
か

ら
「
高
齢
化
社
会
と
生
涯
幸
習
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
義
が
あ
り
ま
し
た
．

永
年
社
会
教
育
に
携
わ
っ
た
餓
か

な
体
験
と
識
見
に
基
づ
く
町
意
義
な

お
話
を
聞
き
、
今
後
の
学
習
の
進
め

方
や
、
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
戎
人

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
．

大
へ
ん
参
考
に
な
り
ま
し
た
．

生
涯
学
習
は
、
あ
く
ま
で
む
ひ
と

り
ひ
と
り
が
土
体
的
に
生
涯
に
わ
た

り
学
習
を
継
続
す
る
こ
と
か
基
本
で

す
．
今
年
度
も
昨
年
度
以
上
の
多
数

の
ご
参
加
を
お
噸
い
い
た
し
ま
す
．

Ａ成人学級開輿式

テ
ニ
ス
教
室
に

参
加
し
て

石
母
田
硯
石
　

佐
藤
朝
子

私
か
、
テ
ニ
ス
教
室
に
参
加
し
よ

う
と
思
っ
た
の
は
、
下
手
の
横
好
き

と
、
や
じ
馬
的
精
神
か
ら
で
し
た
。

一
今
峻
、
テ
ニ
ス
教
室
か
あ
る
か
ら

参
加
し
て
み
な
い
？
」
と
友
だ
ち
を

誘
い
、
友
だ
ち
も
そ
れ
に
乗
り
二
人

で
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
い

ぎ
、
参
加
し
て
見
る
と
、

。
贋
も
ラ

ケ

″
卜
を
持
っ
た
こ
と
も
な
い
、
テ

・一
ス
に
関
す
る
知
識
も
皆
無
と
言
う

状
態
で
参
加
し
た
の
は
私
た
ち
二
人

だ
け
で
し
た
。
で
も
。
二
人
と
言
う

心
強
さ
も
手
伝

っ
て
、
二
口
間
の
教

室
を
休
ま
ず
に
参
加
で
き
ま
し
た
。

五
月
八
日
、
十
日
、
十
二
日
の
三

日
間
で
、
基
礎
的
な
ラ
ヶ

″
卜
の
握

り
方
、
打
ち
方
の
フ
”
１
ム
か
基
本

で
す
。
ボ
ー
ル
か
ラ
ケ

。
卜
の
一
番

飛

ぶ
所
（
ス
イ
ー
ト
ス
ポ
″
卜
ｙ

に

あ
た
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
で
す
が
た

ま
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
時
の
嬉
し

い
こ
と
『
ス
コ
ー
ン
』

と
と
て
も
い
い
盲
か
し
て
飛
び
ま
す
。

ま
た
ご
フ
ケ

″
卜
の
端
の
方
に
あ
た

る
と
「
が
ジ
ュ
ー
と
言
・
て
腕
に
ひ

び
き
ボ
ー
ル
も
飛
び
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
時
は
、
思
わ
ず
舌
が
出
た
り
、

肩
が
す
く
ん
だ
り
し
ま
す
、

た
っ
た
の
三
日
間
の
教
室
で
し

た

か
、
と
て
も
楽
し
く
テ
ニ
ス
に
接
す

る
こ
と
か
出
来
ま
し
た
。

本
当
は
、
も
う
少
し
長
く
教
室
を

閧
い
て
も
ら
っ
て
、
も
っ
と
ラ
ケ
ッ

ト
に
ボ
ー
ル
か
あ
た
る
確
串
か
上
が

り
た
か
『

た
と
思
い
ま
し
た
。

中
央
婦
人
学
級
開
講

現
代
婦
人
と
し
て
の
知
識
と
教
養

を
深
め
な
が
ら
、
心
の
豊
か
さ
を
養

い
、
自
主
的
な
学
習
態
度
を
身
に
っ

け
る
こ
と
を
学
習
目
標
と
し
て
、
今

年
慶
の
中
央
婦
人
学
級
開
講
式
が
五

月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
育
長
、
館
長
あ
い
さ
っ
、
学
級

開
設
要
項
説
明
、
竿
習
計
画
説
明
で

開
講
式
を
終
わ
り
、
第
一
回
の
学
習

に
入
り
ま
し
た
。
講
師
は
、
菱
沼
正

人
桑
折
町
公
尺
館
妊
で
、
婦
人
の
生
漣

学
習
に
つ
い
て
、
永
年
の
社
会
教
育

経
験
の
中
か
ら
有
意
義
な
話
を
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
約
一
時
間
講
義

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

六
月
以
降
、
月
平
均
二
回
程
度
で

‐１
般
教
養
講
座
、
趣
味
講
座
、
見
学

学
習
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

代
衣

決
ま

る
（

壮
年
ソ

フ
ト

）

七
月
二
十
二
日
に
月
舘
町
農
村
広

場
で
闘
催
さ
れ
ま
す
。
ご
健
闘
を
期

待
し
ま
す
。

優

勝
　

只
田
チ
ー
ム

凖
優
勝
　

滝
川
チ
ー
ム

▲テニス教室

▲中央婦人掌級開講式

▲優勝した貝田チーム



ス ポ ー ツ だ よ り
◇エアロビクス教重開講
６月16日（土）を初回 とし て、毎週土曙日の
５回。いず れも午後７畔～８時頃までです。

◇県民スポーツ大会町予選会

種　 目：章庭バレーボール
と　 き：６月 日 ( 日 )

ところ：町民体育館

◇伊達スポーツ大纛町予選翕
種 目：一般ソフトボール
と　き：６月 日 (日）
ところ：町民運動場

国
見
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

た
だ
今
、
会
員
募
集
中

―
て
心
呎
さ
わ
や
か
体
擁
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
…
…
。

と
て
も
ス
リ
ム
に
な
り
ま
す
よ
。

月
に
一
度
の
プ
ロ
歌
手
に
よ
る
指

導
（
東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｌ
鈴
木
勝
二
先
生
）。

ま
た
、
年
に
二
回
の
ス
タ
ー
気
分
を

味
わ
う
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
出
演
も
で
き

ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
会
員
に
な

り
て

み
ま
せ
ん
か
。

入
会
金
　
－
,
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

月
会
費
　
－
,
五
〇
〇
円

－

問
い
合
わ
せ

代
表

高
橋
八
重
子

一
部
2
4
5
0

吉
田
久
代
治

曾
剪
2
2
4
０

町民プールと森江野町民プールがオープン

利用する方はルールを守ってたのしく泳ぎましょう

☆開 設 期 間

６月23日から８月31日までの70日間

（気温・水質・天候袮が危険な状態になった刈合は閉

鎖いたします。）

☆夜間開設期間
７月８日から８月19日までの43日間

※　森江野町民プールについては、夜間開設（ナイタ

ー）は行いません。

☆利 用 時 間
第１回　　９時30分～11時30分

第２回　 時 00 ･分～15時00分

第３回　15 畤30分～17時30分

旃４回　18 畤30分～20時30分

※　各回終了30分加からの入鳩はご遠慮願います。

※　25分ごと、５分間の休憩があります。水から上が

って体を休めましょう。

※　森江野町民プールの利用時間は、９時30分から17　

時30分までとなります。

☆使　 用　 料
使用劵は、自助劵充機でお求め下さい。両替は、いた

しておりません。

区　　 分
使 用 科

使　用　 単　 位
昼 間 夜 間

大　　 人

高　校 生

中学生以下

150円

100円

30円

250円

150円

S4)円

1人1回2 時間以内

(未就学児は無科と

する)

※　このほか、コインロッカーを使用される方は｡

100円かかります。（使用後もどります｡）

※　専用使用は、町公民館に申し込み下さい。

（５日前まで）

☆利 用 の 制 限
利用者は「国見町民」を原則とし。混雑・危険防止

のため次のとおり制限します。

１。同時入場者数は。幼児用プール50名、一般用プー

ル150 名以内とします。（森江野町民プール20名。

一般用プール120 名以内）

２．幼児用プールは、幼児対象のため必ず保鏝者同伴

とし、小学４年以上の使用は、昭めません。

３．小掌生は、保鰻者同伴とします。ただし、４年生

以上で25M 以上の泳力のある者は餘く。

４．夜間の使用については、青少年健全青成の立増 か

ら、小・中半生は保霞者同伴とする。高校生は、

帰宅時間を知らせて利用して下さい。

※　保護者は、責任あ る社会人に隕ります。

※　保謾書（１名）は、被保護者（子供）２名までと

します。

☆利用者の注意事項
１。酒気をおぴた者、疲労している者の入場を禦じま

す。

２．ピン類。危険物はもちこまないで下さい。

３．準備運勣は必ず行うこと。また。シャワーをあぴ。

体を水にならし、汗。化粧を洗い流し。洗体樓に

はla秒ロト浸って下さい。

４．ガムをかみながら及び時針等金属 を身|二つけての

水泳を禁じます。

５．プールサイドを走り回ったり、混雑しているとき

の飛び込みを蒙じます。

６．所定の場所以外での飲食。喫煙を禁じます。

７．コースロープに腰 をかけたり。いたずらをしない

こと。

８．伝染痢の疾病にかかっている者。または他の遊泳

者に迷惑を及ぼすおそれが明らかである者は禁じ

ます。

９．貴重品等は持参しないこと。

10. 緬導書、係員の指示には必ず從うこと。



モ
ー
最
高

～
町
営
牧
場
で

牛
の
放
牧
始
ま
る
～

青
々
と
し
た
牧
草
が
茂
っ
た
町
営

牧
場
で
、
五
月
十
日
か
ら
牛
の
放
牧

か
始
ま
り
、
冬
の
間
．
各
飼
育
良
家

の
小
屋
に
入
っ
て
い
た
牛
た
ち
は
．

広
々
と
し
た

”緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
”

の
上
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
駆
け
回
っ

て
い
ま
し
た
．

放
牧
に
先
だ
っ
て
、
午
前
十
一
時

か
ら
牛
頭
観
世
音
碑
前
で
開
牧
式
が

行
わ
れ
．
高
橋
友
義
国
見
牧
野
利
用

組
合
長
、
冨
永
武
夫
町
長
．
松
浦
義

男
町
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
県
や
農

協
、
飼
育
農
家
の
関
係
者
な
ど
約
五

十
人
か
出
席
し
ま
し
た
．

今
シ
ー
ズ
ン
放
牧
さ
れ
る
牛
は
三

十
二
戸
の
農
家
で
飼
・
で
い
る
八
十
五

頭
の
肉
用
牛
．
初
日
の
十
日
は
子
牛
、

成
牛
合
わ
せ
て
七
十
頭
か
ト
ラ
ッ
ク

で
運
ば
れ
、
管
理
事
務
所
前
で
登
録

札
を
首
に
掛
け
ら
れ
た
牛
が
一
頭
ず

つ
放
牧
さ
れ
る
と
、
青
空
の
下
、
伸

び
伸
び
と
草
を
は
ん
で
い
ま
し
た
．

ま
ち
を
き
れ
い
に

～
県
北
中
生
徒
会
～

”町
内
か
ら
ご
み
を
な
く
し
環
境
美

化
に
一
役
”
と
五
月
二
十
六
日
、
県

北
中
生
徒
会
（
花
井
慎
也
生
徒
会
長
）

が
自
主
的
に
運
瞥
し
、
ク
リ
ー
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
ま
し
た
。

闘
会
式
の
あ
と
、
ク
ラ
ス
毎
に
分

担
さ
れ
た
場
所
に
移
動
し
、
早
速
ご

み
拾
い
を
開
始
。
観
月
台
公
園
、
国

道
四
号
沿
線
を
は
じ
め
、
町
内
全
城

に
わ
た
っ
て
空
き
缶
や
紙
く
ず
を
拾

い
集
め
、
そ
の
量
は
ニ
ト
ン
ト
ラ
ッ

ク
三
台
分
に
も
な
り
ま
し
た
。

水
田
に

子
ど
も
た
ち
の
歓
声

五
月
卜
日
、
小
坂
小
学
校
の
児
童

た
ち
か
学
校
裏
の
水
田
で
田
植
え
の

体
験
学
習
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
し

た
ち
に
農
業
の

楽
し
き
、
収
穫
の
喜
び
、
勤
劣
の
尊

さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
行
っ

て

い
る
も
の
で

、
Ｐ
Ｔ
λ
会
長
の
熊

坂
文
外
さ
ん
ら
父
母
の
応
援
を
受
け

な
か
ら
。
約
四
ア
ー
ル
の
水
田
に
苗

を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。

ま
た
十
四
日
に
は
、
川
植
え
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
今
後
の
苗
の
成
長
を
折

る

『
さ
な

ぷ
り
』
を
行
い
。
児
童
た

ち
か
代
わ
る
代
わ
る
モ
チ
を
つ
き
、

さ
っ
そ
く
舌
っ
づ
み
を
打
ち
ま
し
た
。

交
差
点
に

赤
・
青
・
黄

町
交
通
対
策
協
議
会
で
は
、
山
崎

字
前
柳
地
内
の
町
道
交
差
点
に
今
年

の
二
月
通
行
区
分
帯
を
設
け
ま
し
た

か
。
こ
の
ほ
ど
小
坂
交
通
安
全
母
の

会
（
本
多
ミ
ツ
会
長
）
が
、
そ
の
通

行
区
分
帯
の
中
に
、
サ
ル
ピ
ア

ー
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

ー
コ
リ
ウ
ス
の
三
色

の
花
を
植
え
、
今
か
見
頃
と
な

り
て

い
ま
す
。

交
差
点
で
は
一
旦
停
止
し
。
左
右

確
認
、
赤
、
青
、
黄
の
三
色
の
花
と
、

交
通
安
全
標
語
を
読
む
余
裕
を
も
・

て
、
ゆ
と
り
あ
る
運
転
を
お
噸
い
し

ま
す
。

む
し
歯
を

な
く
そ
う

六
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
歯
の

衛
生
遡
間
。
正
し
い
歯
み
が
き
で
、

一
生
健
康
な
歯
を
保
ち
、
髄
康
で
体

力
の
あ
る
子
ど
も
に
育
て
よ
う
と
六

月
二
日
、
大
木
戸
小
学
校
で
歯
み
が

き
教
室
を
闘
催
。
む
し
歯
に
関
す
る

ス
ラ
イ
ド
を
見
た
り
。
正
し
い
歯
み

が
き
の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
よ
い
歯
の
表
彰
式
も
行
わ

れ
。
む
し
歯
の
な
い
児
童
四
人
か
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

編
集
日
記

ｃ

六
月
の
第
三
日
隅
日
は
父
の
日
。

母
の
日
は
ど
め
だ
ち
ま
せ
ん
か
、
日

頃
、
一
生
懸
命
働
い
て
い
る
お
父
さ

ん
に
、
さ
さ
や
か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
、

そ
の
労
を
ね
ぎ
ら

。
て
み
て
は

い
か

か
で
す
か
。
　
　
　
　
　
　

（
Ｋ
）

廼
行
・
柚
勸

川
見
町
企｛

商
1
1毘

福
鳥
眼
伊
達
郡
国
兇
町
人
字
蒔
………字

’ｒ

田
二
２
の
！

・

九
六
九
Ｉ

。
匕
　

ｓ

一
〇
．
．四
五
‘
八
瓦
１
こ

．
匸

（
代
表
）

▲のんびり草をはむ牛たち

Ａ県北中クリーンキャンペーン

Ａなかなかむずかしいなあ

▲交差点ではもう一度安全確認を

▲裏彰された４人の子どもたち
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